
◆
学
校
教
育
の
充
実

　

知
識
や
技
能
の
習
得
に
加
え
、
家
庭
・
地
域

社
会
・
学
校
が
連
携
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
た

く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む
よ
う
な
教
育
活
動

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
に
安
心
し
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

◆
歴
史
文
化
の
保
全･

活
用

　

永
納
山
城
跡
に
お
い
て
、
発
掘
調
査
の
事
業

期
間
を
延
長
す
る
ほ
か
、
八
堂
山
遺
跡
で
は
復

元
住
居
等
を
全
面
修
復
し
、
文
化
財
保
護
の
意

識
高
揚
に
努
め
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
の
充
実

　

利
用
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
対
応

し
た
図
書
館
の
運
営
を
行
い
、
４
館
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
る
よ
う
一

層
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

「
２
０
１
７
年
え
ひ
め
国
体
」
を
視
野
に
入

れ
、
引
き
続
き
次
世
代
育
成
支
援
ス
ポ
ー
ツ
事

業
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ア
ス
リ
ー
ト
等

が
合
宿
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民
の

競
技
力
の
向
上
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
「
合
宿
都
市
構
想
」

を
一
層
推
進
し
ま
す
。

◆
農
林
水
産
業
の
振
興

　

農
村
環
境
の
適
切
な
保
全
お
よ
び
基
盤
整
備

を
積
極
的
に
推
進
し
、
農
家
経
営
の
安
定
化
と

耕
作
放
棄
地
の
解
消
等
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
農
業
を
支
え
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
、
高
い
生
産
性
と
収
益
性
を
有
す
る
農
業

経
営
の
確
立
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
内
海
沿
岸

漁
業
の
特
性
を
活
か
し
た
水
産
振
興
に
も
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山
か
ら
海
ま
で
を

一
体
的
に
捉
え
、
地
元
の
木
材
や
間
伐
材
を
積

極
的
に
利
用
す
る
「
木
製
都
市
構
想
」
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
林
道
網
の
整
備
促
進
や
地
元

産
材
の
販
路
拡
大
等
に
よ
り
、
林
業
・
木
材
産

業
の
活
性
化
と
、
多
面
的
機
能
が
発
揮
で
き
る

優
れ
た
「
森
林
」
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

◆
商
工
業
の
振
興

　

農
商
工
連
携
が
要
で
あ
り
、
Ｍ
Ｈ
（
水
素
吸

蔵
合
金
）
冷
水
製
造
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
水

素
い
ち
ご
周
年
栽
培
や
閉
鎖
循
環
型
温
度
管
理

陸
上
養
殖
な
ど
の
実
用
化
実
験
に
取
り
組
み
、

新
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
「
食
の
創
造
館
」
を
拠
点
と
し
て
、

「
水
と
食
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
新
た
な
商
品
開

発
や
地
元
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
販
路
の
拡
大

を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
場
産
業

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
空
き
店
舗

の
有
効
活
用
を
図
る
な
ど
、
商
業
活
性
化
や
賑

わ
い
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

◆
雇
用
対
策

　

雇
用
情
勢
が
厳
し
い
中
、
県
の
雇
用
対
策
基

金
を
活
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
事
業
」

や
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
を
積
極
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
密

接
な
連
携
の
下
、
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
や
、
合
同
就
職
面

接
会
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
、
就
業
機
会
の

創
出
と
地
元
企
業
の
人
材
確
保
の
支
援
に
努
め

ま
す
。

　
「
ま
ち
の
す
べ
て
が
、
学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」

と
い
う
理
念
の
下
、
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い

る
大
学
等
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

教
育
・
研
究
交
流
を
展
開
す
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド

大
学
構
想
」
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
諸
施
策
に
加
え
、
新
年
度

に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
負
託

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率

的
で
機
能
的
な
組
織
機
構
を
構
築
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
22
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
き
ま

し
て
、
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
し
た

が
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
「
チ
ー
ム
西
条
」

と
い
う
一
体
感
の
下
、
市
民
・
事
業
所
、
そ
し

て
行
政
等
の
連
携
に
よ
る
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

を
も
っ
て
、
経
済
危
機
を
は
じ
め
と
す
る
難
局

を
乗
り
越
え
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
議
会
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様

方
の
温
か
い
ご
理
解
と
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲国史跡・永納山城跡において初めてとな
　る遺構・遺物を確認したため、発掘調査
　の事業期間を延長します。（写真：昨年
　12月に開催した永納山城跡現地説明会）

▲スポーツ競技力の向上や交流人口の拡大
　による産業振興など、地域の活性化をめ
　ざし、「合宿都市構想」を一層推進しま
　す。（写真：京都産業大学サッカー教室）

▲水素いちご周年栽培や閉鎖循環型温度管
　理陸上養殖等の実用化実験に取り組み、
　新食料生産システムの開発に努めます。
　（写真：いちご周年栽培実験プラント）

▲林業・木材産業の活性化と、多面的機能
　が発揮できる優れた「森林」の保全に努
　めます。（写真：２月に開催した木のま
　ち・木のいえリレーフォーラムin西条）

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
・
文
化
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

産
業
の
活
力
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
構
想
の
推
進
と

新
し
い
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
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